
はじめに
本事業は、本学と森本商店街振興会との「連携に関

する覚え書き」に基づき、森本商店街を “ＳＤＧｓ 商店
街 ” としてブランディングすることを目的に新ゼミ
ナールで取組んでいる活動であり、2024年度で4年
目となる。

活動内容
本年度は、「SDGs11 住み続けられるまちづくり

を」を目標に、森本商店街振興会が主催した能登応
援 フ ェ ス タ（8月 ）
及び森本納涼 BON

（9月）のイベントに
おいて、プレイスメ
イキング（居心地の
良い場づくり）の考
え方を取り入れた
会場のレイアウト
や出し物をゼミ生
が企画し、それらの

「しかけ」が居心地
の良さや滞在時間
に影響したかにつ

いて、来場者アンケートにより検証を試みるという
活動を行った。

次に、アンケート調査の結果の一部を紹介する。
森本納涼 BON では、主催者の予想を大きく上回

る2,000人もの来場があったが、来場のきっかけに
ついての設問の回答を下表に示した。

森本地区ではチラシ・ポスター・看板を見て来
場した者が約7割と圧倒的に多かったのに対して、
森本地区以外では知人から聞いた、つまり口コミを

きっかけに来場した者が7割～ 8割を占め、大きな違
いを見せた。また、来場者（主催者・関係者を除く）の

滞在時間を見たと
ころ、「3時間以上」
が21.6％、「2時間～
3時 間 」が16.5％、

「1時間～ 2時間」が
30.9％と1時間以上
滞在した者が 7 割
に上り、イベント会
場が来場者にとっ
て居心地のいい場
であったことが推
測される。

成果の考察、今後の課題
11月11日に報告会を開催し、商店街振興会の役

員の方に来場動機、滞在時間、課題などのアンケート
調査結果や来年度のイベントに向けた提案を報告
した。この報告をもとに役員の方と学生とでディス
カッションを行い、学生の提案の実現に向け、来年度
も連携活動を継続することとなった。今後は、イベン
トを一過性のものに終わらせずに、森本商店街の持
続的なプレイスメイキング活動につなげていくこと
が重要であると考えている。

なお、森本納涼 BON のアンケート調査実施及び
報告会の開催について、それぞれ北國新聞において
5段1/2の大きな記事として取り上げられた。
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